　　　　　　　　　　

主催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団

企画講師：市川　宏伸 先生　（東京都立小児総合医療センター　顧問）
講座日程：全5回

	回
	開催日
	講   義   内   容 （予定）
	講  師 （敬称略）

	１
	８/２１（火）
	保護者、当事者としての立場から：

「保護者や当事者はどのような気持ちでいるのか？」「実際の社会的受け入れはどうなっているか？」「今後どのような要望を持っているか？」などをうかがいます。教育、就労、保健・医療などの姿勢にも触れていただきます。
	  当事者

 NPO法人 東京都自閉症協会　            　　　理事　尾崎　ミオ
東京都立小児総合医療センター

顧問　市川　宏伸

	２
	８/２８（火）
	療育の立場から：

近年、「早期の気付きと対応」と言うことが叫ばれています。 年少者を中心に療育の重要性が指摘されており、これらについて療育の指導場面をビデオでの紹介をまじえながらお話をうかがいます。


	東京都立小児総合医療センター　
主任技術員　藤原　里美

	３
	９/　４（火）
	矯正の立場から：

自閉症スペクトラム障害の当事者は、相手の気持ちを読めず、自分の気持ちを伝えるのが苦手です。暗黙の了解がなく、疑わないため騙されやすいのが現状です。独特な思考や行動様式があり、了解の難しい事件の当事者になります。これらを中心に矯正の現場からお話をいただきます。

	関東医療少年院医務課　

医務課長　桝屋　二郎

	４
	９/１１（火）
	教育の立場から：

特別支援教育が始まったが、ＡＳＤの子どもは通常教育にも在籍しており、学校現場全体の問題として対応する必要がある。校内の支援だけでなく校外組織との連携も重要である。連携の試みを中心にＡＳＤへの対応についてお話をいただく予定です。


	多摩市特別支援教育ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾁｰﾑ
早稲田大学保健センター学生相談室　
臨床心理士　長岡　恵理

	5
	９/１８（火）
	医療の立場から：

医療現場における自閉症スペクトラムの現状を伝えるとともに、薬物治療の現状についてお話をしたいと思います。来年に予定されているＤＳＭ（操作的基準）の改訂についても言及したいと思います。
	前　　　　掲　

　  市川　宏伸　


講義時間：毎週火曜日、午後６時３０分～８時３０分（120分）
受講料：１5，０００円（税込み）
定　員：４５名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）

受講対象：心理・福祉・教育などの現場で自閉症児者とかかわっている方々で、現場で問題意識を持ち解決に向けたヒントを求めている方、事例の検討を希望する方
会　場：明治安田こころの健康財団　講義室
　　　　　 東京都豊島区高田3-19-10　　　ＴＥＬ　03-3986-7021

　　　　　（ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車 約7分）




発達障害・夜間講座 １





（講座NO.12251）　   








自閉症スペクトラム障害（ＡＳＤ）ワークショップ


（中級コース、さまざまな分野における支援）








障害者自立支援法の一部改正、障害者基本法の改正などにより発達障害が少しずつ明文化されてきています。


発達障害の中心にあるのが自閉症スペクトラム障害であり、自閉性障害だけでなくアスペルガー障害など近縁疾患も含まれています。最近は支援が話題になっています。


知的障害を伴わない場合は、外見的には自閉症スペクトラムの存在が分かりにくく、周囲からは「やる気がない」、「怠けている」、「反抗しているのではないか」など誤解を受ける場合もあります。彼らの抱える困難は一人ずつ異なり、社会不適応の内容も多様であります。自ら困難さを訴えることは苦手で、人知れず悩んでいることも多いのです。　


彼らの抱える困難さを問題視してなくそうとすれば、彼らの持っている優れた点（特性）まで減らしてしまうこととなります。逆に彼らの抱えている困難さを理解し、適切な解決策を提示できれば、特性を生かして素晴らしい業績を残す可能性もあります。受け皿となる社会の方が変化する発想も必要です。


これらの視点に立って、「具体的な支援」についてお話が出来ることを目指します。受講者からの発言も受け、双方向性の話し合いが持てることを期待します。日常の支援に基づく疑問、意見、コメントなども歓迎します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     


市川　宏伸　【東京都立小児総合医療センター顧問】

















